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第
一
章
問
題
の
所
在
親
権
者
は
そ
の
親
権
に
服
す
る
未
成
年
の
子
に
関
し
、
そ
の
財
産
の
処
分
権
も
含
ん
だ
包
括
的
な
代
理
権
、
同
意
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
(
氏
法
八
二
四
条
、
四
条
)
。
こ
の
よ
う
な
権
限
は
も
っ
ぱ
ら
子
の
利
益
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
親
権
者
と
親
権
に
服
す
る
子
と
の
間
で
、
ま
た
は
同
一
の
親
権
に
服
す
る
複
数
の
子
相
互
間
で
利
益
が
衝
突
す
る
場
合
に
、
親
権
者
が
親
権
を
行
使
す
る
と
、
子
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
親
権
者
自
身
の
利
益
あ
る
い
は
一
方
の
子
の
利
益
の
み
が
図
ら
れ
る
虞
れ
が
あ
る
。
ひ
い
て
は
親
権
者
に
代
理
権
、
同
意
権
を
認
め
た
趣
旨
に
反
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
民
法
八
二
六
条
は
こ
の
よ
う
に
親
権
が
濫
用
さ
れ
る
虞
れ
か
ら
子
の
利
益
を
保
護
す
る
趣
旨
生
野
正
剛
二
で
、
親
権
者
と
子
と
の
間
あ
る
い
は
同
一
の
親
権
に
服
す
る
子
相
互
間
で
利
益
が
相
反
す
る
場
合
に
は
、
親
権
の
公
正
な
行
使
を
期
待
で
き
な
い
と
し
て
、
親
権
者
が
代
理
権
、
同
意
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
う
え
で
、
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
特
別
代
理
人
が
親
権
者
に
代
わ
っ
て
こ
の
権
限
を
行
使
す
る
も
の
と
し
た
。
こ
の
民
法
八
二
六
条
は
、
特
別
代
理
人
の
選
任
が
親
族
会
か
ら
家
庭
裁
判
所
に
変
え
ら
れ
た
点
を
除
い
て
、
旧
法
八
八
八
条
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
O
旧
法
八
八
八
条
に
つ
い
て
は
、
立
法
者
意
図
で
は
、
民
法
一
〇
八
条
の
自
己
契
約
、
双
方
代
理
禁
止
の
主
意
を
貫
き
、
こ
れ
を
親
権
の
よ
う
な
法
定
代
理
に
も
適
用
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
趣
旨
も
親
権
濫
用
の
虞
れ
が
あ
る
行
為
か
ら
の
子
の
利
益
の
実
質
的
な
保
護
に
あ
っ
た
の
で
あ
か
.
同
様
に
現
行
民
法
八
六
〇
条
は
、
後
見
人
と
被
後
見
人
と
の
間
お
よ
び
同
1
後
見
に
服
す
る
被
後
見
人
相
互
間
で
利
益
が
相
反
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
同
1
趣
旨
を
規
定
し
て
い
る
o
し
か
る
に
、
立
法
者
意
図
に
よ
れ
ば
、
利
益
相
反
禁
止
則
(
旧
八
八
八
条
)
は
、
親
権
者
・
後
見
人
の
未
成
年
者
・
被
後
見
人
た
め
の
代
理
行
為
が
民
法
一
〇
八
条
の
自
己
契
約
、
双
方
代
理
の
形
式
を
と
る
場
合
、
つ
ま
り
親
権
者
・
後
見
人
と
未
成
年
者
・
被
後
見
人
と
が
行
為
当
事
者
と
し
て
対
噂
す
る
行
為
あ
る
い
は
親
権
者
が
そ
の
親
権
に
服
す
る
子
の
双
方
を
代
理
す
る
行
為
を
規
定
対
象
は
し
、
親
権
者
・
後
見
人
が
未
2
成
年
者
・
被
後
見
人
を
代
理
し
て
、
第
三
者
と
の
間
で
な
す
行
為
(
対
第
三
者
型
)
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
つ
ね
o
し
か
し
、
判
例
は
比
較
的
3
早
く
か
ら
利
益
相
反
禁
止
則
の
適
用
範
囲
を
前
者
の
み
で
な
く
、
後
者
に
ま
で
拡
大
し
ね
.
こ
の
適
用
拡
大
は
、
親
権
者
の
1
定
の
法
定
代
理
権
行
使
に
つ
い
て
は
親
族
会
の
認
許
を
要
求
す
る
趣
旨
の
規
定
案
が
明
治
民
法
の
立
法
過
程
で
排
除
さ
れ
た
結
果
、
未
成
年
者
、
被
後
見
人
の
利
益
を
守
る
た
め
に
法
定
代
理
権
濫
用
行
為
を
規
制
す
る
機
能
を
、
「
親
権
濫
用
に
よ
る
親
権
喪
失
」
「
後
見
人
の
解
任
」
規
定
と
と
も
に
利
益
4
相
反
禁
止
規
定
に
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
忍
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
適
用
拡
大
は
、
そ
の
後
の
判
例
で
も
踏
襲
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
5
て
お
り
、
学
説
上
も
ほ
と
ん
ど
異
論
な
く
支
持
さ
れ
て
い
か
。
た
し
か
に
1
方
で
は
、
対
第
三
者
型
に
ま
で
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
は
、
親
権
者
・
後
見
人
と
未
成
年
者
・
被
後
見
人
と
が
行
為
形
式
上
対
峠
し
て
利
益
相
反
す
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
行
為
上
対
峠
し
な
く
と
も
そ
の
間
に
利
益
相
反
行
為
が
成
立
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
法
定
代
理
権
の
濫
用
か
ら
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
利
益
を
実
質
的
に
保
護
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
が
明
確
に
°
°
°
°
°
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
こ
の
利
益
相
反
禁
止
則
は
、
あ
く
ま
で
親
権
者
・
後
見
人
と
未
成
年
者
・
被
後
見
人
と
の
利
益
が
相
反
す
る
場
合
に
の
み
法
定
代
理
権
の
行
使
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
範
囲
を
超
え
て
法
定
代
理
権
濫
用
行
為
1
般
を
全
面
的
に
規
制
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
他
方
で
は
、
対
第
三
者
型
へ
の
拡
大
は
、
親
権
者
・
後
見
人
が
未
成
年
者
・
被
後
見
人
を
代
理
し
て
行
う
行
為
の
相
手
方
の
方
も
保
護
す
る
必
要
性
が
新
た
に
生
ず
る
。
対
第
三
者
型
で
は
'
あ
く
ま
で
行
為
当
事
者
は
未
成
年
者
・
被
後
見
人
と
第
三
者
(
相
手
方
)
で
あ
り
、
親
権
者
・
後
見
人
は
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
代
理
人
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
親
権
者
・
後
見
人
は
す
べ
て
の
財
産
に
関
す
る
法
律
行
為
に
つ
き
未
成
年
者
・
被
後
見
人
を
代
理
し
う
る
包
括
的
な
権
限
を
有
す
る
以
上
、
相
手
方
(
第
三
者
)
に
と
っ
て
は
、
親
権
者
・
後
見
人
の
代
理
行
為
は
法
定
代
理
権
の
正
当
な
範
囲
内
の
行
為
に
み
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
為
の
相
手
方
た
る
第
三
者
に
と
っ
て
は
、
親
権
者
・
後
見
人
の
代
理
権
の
正
当
な
行
使
と
利
益
相
反
行
為
と
の
区
別
が
い
ち
が
い
に
明
白
で
は
な
い
。
し
か
る
に
、
利
益
相
反
行
為
で
あ
埼
に
6
も
拘
ら
ず
親
権
者
・
後
見
人
が
代
理
権
を
行
使
し
た
場
合
の
代
理
行
為
の
効
果
に
つ
い
て
は
無
権
代
理
行
為
と
な
る
と
す
る
の
が
通
説
判
例
で
あ
る
の
で
、
親
権
者
・
後
見
人
の
代
理
行
為
は
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
と
さ
れ
れ
ば
本
人
の
追
認
が
な
い
限
り
無
効
と
な
り
、
利
益
相
反
行
為
の
成
否
が
行
為
の
相
手
方
の
利
害
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
利
益
相
反
禁
止
則
が
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
保
護
に
あ
る
と
し
て
も
、
他
方
で
は
正
当
な
代
理
権
行
使
と
信
じ
た
相
手
方
(
第
三
者
)
の
不
測
の
損
害
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
利
益
相
反
禁
止
則
に
お
け
る
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
利
益
保
護
と
い
う
趣
旨
と
代
理
行
為
の
相
手
方
の
利
益
の
保
護
と
の
調
整
が
、
利
益
相
反
行
為
へ
の
該
当
の
有
無
に
関
す
る
判
断
基
準
に
よ
っ
て
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
本
稿
は
、
家
族
法
上
の
諸
制
度
の
有
す
る
趣
旨
と
第
三
者
備
護
=
取
引
の
安
全
の
要
請
と
を
ど
う
調
整
す
る
か
と
い
う
課
題
の
一
7
貫
と
し
て
、
利
益
相
反
禁
止
則
に
関
し
、
対
第
三
者
型
の
行
為
を
対
象
打
、
未
成
年
者
保
護
と
相
手
方
保
護
と
の
調
整
点
と
し
て
の
利
益
相
反
行
為
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
判
例
を
中
心
に
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
後
見
人
と
被
後
見
人
間
で
の
利
益
相
反
行
為
と
、
親
権
者
と
未
成
年
者
間
の
そ
れ
と
は
特
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
も
両
者
を
特
に
区
別
せ
ず
、
主
に
後
者
を
中
心
に
取
り
挙
げ
る
。
注
用
『
民
法
修
正
案
理
由
書
』
(
東
京
博
文
館
蔵
版
)
明
治
三
十
1
年
刊
、
一
五
〇
貢
。
㈲
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
四
親
族
編
』
三
七
三
頁
は
、
旧
八
八
八
条
に
つ
い
て
へ
民
法
1
〇
八
条
の
自
己
契
約
、
双
方
代
理
め
禁
止
規
定
が
親
権
者
の
法
定
代
理
権
行
使
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
う
で
あ
る
以
上
た
と
え
子
の
た
め
に
有
益
も
し
く
は
必
要
で
あ
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
自
己
契
約
、
双
方
代
理
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
の
成
否
生
野
正
剛
四
に
該
当
す
る
場
合
に
は
親
権
者
は
代
理
権
を
行
使
で
き
な
く
な
る
の
で
、
特
別
代
理
人
選
任
に
よ
っ
て
未
成
年
者
の
能
力
を
補
充
す
る
た
め
の
特
別
規
定
で
あ
る
と
す
る
。
①
大
判
明
治
四
四
年
七
月
l
O
自
民
録
1
七
輯
四
六
八
頁
も
、
旧
八
八
八
条
と
民
法
1
〇
八
条
と
の
関
係
に
つ
い
て
同
趣
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
四
二
年
7
二
月
一
一
日
法
曹
会
決
議
、
「
法
律
記
事
」
二
〇
巻
二
号
三
九
頁
も
、
こ
の
立
法
者
意
図
に
忠
実
に
、
利
益
相
反
行
為
と
は
親
権
者
と
子
と
が
行
為
当
事
者
と
し
て
対
峠
す
る
場
合
を
指
す
の
で
、
親
権
者
が
子
を
代
理
と
し
て
第
三
者
と
の
間
で
行
う
、
子
が
親
権
者
と
連
帯
債
務
を
負
担
す
る
行
為
は
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
い
と
す
る
。
㈲
こ
の
適
用
拡
大
を
最
初
に
明
言
し
た
大
審
院
判
例
は
、
②
大
判
大
正
二
年
l
〇
月
1
五
日
民
録
一
九
輯
八
九
九
頁
、
た
だ
し
身
分
行
為
に
関
し
て
で
あ
る
。
財
産
行
為
に
関
し
て
は
、
③
大
判
大
正
三
年
九
月
二
八
日
民
録
二
〇
輯
六
九
〇
頁
(
親
権
者
が
子
を
代
理
し
て
、
子
に
親
権
者
と
の
連
帯
債
務
を
負
担
さ
せ
、
子
所
有
不
動
産
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
契
約
)
も
④
大
判
大
正
四
年
七
月
二
八
日
刑
録
二
一
輯
二
七
一
頁
(
親
権
者
が
子
を
代
理
し
て
、
親
権
者
の
債
務
を
子
の
債
務
に
更
改
す
る
契
約
)
、
⑤
大
判
大
正
1
0
年
八
月
一
〇
日
民
録
二
七
輯
1
四
七
六
頁
(
親
権
者
が
子
を
代
理
し
て
、
子
の
第
三
者
に
有
す
る
代
金
債
権
を
放
棄
し
、
他
方
同
l
第
三
者
に
対
し
て
親
権
者
が
負
担
す
る
同
額
の
債
務
の
免
除
を
得
る
行
為
)
、
な
ど
で
あ
る
。
㈲
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』
第
五
拾
巻
五
十
五
丁
(
草
案
第
九
百
条
)
、
星
野
英
一
「
親
権
者
の
利
益
相
反
行
為
の
一
事
例
-
親
権
者
の
一
方
に
利
益
相
反
関
係
あ
る
場
合
に
お
け
る
代
理
の
方
法
」
法
協
七
八
巻
二
号
二
四
〇
真
。
㈲
戦
後
で
も
、
⑥
最
判
昭
和
四
二
年
一
〇
月
五
日
金
商
八
七
号
一
三
頁
、
⑦
最
判
昭
和
四
五
年
二
月
二
四
日
家
月
二
三
巻
五
号
七
一
頁
な
ど
多
数
。
学
説
で
も
、
我
妻
栄
『
親
族
法
』
三
四
二
頁
、
中
川
善
之
助
『
新
訂
親
族
法
』
五
二
三
頁
ほ
か
多
数
が
支
持
。
但
し
、
辻
正
美
「
相
続
放
棄
と
後
見
人
の
利
益
相
反
行
為
」
(
『
家
族
法
判
例
百
選
(
第
三
版
)
』
所
収
)
一
四
五
頁
は
、
対
第
三
者
型
お
よ
び
単
独
行
為
型
は
民
法
八
二
六
条
、
八
六
〇
条
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
代
理
権
濫
用
論
一
般
で
処
理
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
㈲
こ
の
効
果
に
つ
い
て
、
判
例
で
は
当
初
、
絶
対
無
効
説
、
取
り
消
し
う
べ
き
行
為
説
、
無
権
代
理
説
と
錯
綜
し
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
無
権
代
理
説
が
定
着
も
た
。
絶
対
無
効
説
に
立
脚
す
る
代
表
的
判
例
と
し
て
、
判
例
④
.
取
り
消
し
う
べ
き
行
為
説
を
と
る
判
例
と
し
て
、
⑧
大
判
昭
和
六
年
三
月
九
日
民
集
一
〇
巻
一
〇
八
頁
、
⑨
大
判
昭
和
7
0
年
二
月
二
五
日
民
集
l
四
巻
二
二
六
頁
、
⑲
大
判
昭
和
一
〇
年
九
月
二
〇
日
法
学
五
巻
三
号
四
九
二
頁
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
親
権
者
と
子
と
が
対
立
当
事
者
と
な
っ
た
行
為
に
つ
い
て
、
取
り
消
し
う
べ
き
行
為
と
す
る
こ
と
で
、
取
消
な
き
以
上
は
当
該
行
為
は
有
効
と
し
、
結
果
的
に
子
を
保
護
し
て
い
る
。
無
権
代
理
説
に
立
脚
す
る
判
例
と
し
て
は
、
判
例
③
、
⑪
大
判
大
正
七
年
五
月
二
三
日
民
録
二
四
輯
一
〇
二
七
頁
、
⑫
大
判
大
正
1
二
年
五
月
二
四
日
民
集
二
巻
三
二
三
頁
、
⑬
大
判
昭
和
1
1
年
八
月
七
日
民
集
1
五
巻
l
六
三
〇
貢
、
⑭
大
判
昭
和
1
三
年
六
月
二
五
日
判
決
全
集
五
輯
七
〇
〇
頁
、
⑮
大
判
昭
和
丁
三
年
二
月
〓
ハ
自
民
集
一
七
巻
二
二
一
六
頁
が
あ
る
が
、
以
後
こ
の
説
が
判
例
上
定
着
し
、
戦
後
も
、
⑯
最
判
昭
和
四
六
年
四
月
二
〇
日
判
時
六
三
一
号
五
三
貢
、
⑰
最
判
昭
和
四
八
年
四
月
二
四
日
判
時
七
〇
四
号
五
〇
頁
と
現
在
ま
で
承
継
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
子
が
み
ず
か
ら
な
す
行
為
へ
の
親
権
者
の
同
意
が
利
益
相
反
行
為
と
な
る
場
合
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
未
成
年
者
が
法
定
代
理
人
の
同
意
を
得
な
い
で
な
し
た
行
為
の
場
合
と
同
じ
く
、
取
消
し
う
べ
き
行
為
と
さ
れ
て
い
る
。
間
親
権
者
・
後
見
人
が
代
理
し
て
の
、
未
成
年
者
・
被
後
見
人
と
親
権
者
・
後
見
人
と
が
対
立
当
事
者
と
な
る
行
為
の
場
合
は
、
行
為
形
式
上
も
自
己
契
約
に
該
当
し
、
客
観
的
に
両
者
の
利
害
が
対
立
す
る
可
能
性
が
容
易
に
認
識
し
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
型
の
場
合
は
、
未
成
年
者
・
被
後
見
人
が
単
に
権
利
を
得
、
義
務
を
免
れ
る
行
為
を
除
い
て
(
親
権
者
の
子
へ
の
単
純
贈
与
に
つ
き
へ
⑬
大
判
昭
和
六
年
二
月
二
四
日
民
集
一
〇
巻
二
〇
三
頁
、
⑲
大
判
昭
和
1
四
年
三
月
一
八
日
民
集
一
八
巻
1
八
三
頁
、
親
権
者
に
よ
る
子
の
債
務
の
引
受
に
つ
き
、
⑳
東
京
控
判
昭
和
l
三
年
九
月
1
七
日
法
律
新
報
五
二
三
号
〓
1
頁
、
い
ず
れ
も
利
益
相
反
行
為
で
は
な
い
と
さ
れ
る
)
、
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
子
よ
り
親
権
者
へ
の
債
権
譲
渡
に
つ
き
、
判
例
⑧
⑮
。
子
よ
り
親
権
者
へ
の
不
動
産
無
償
譲
渡
(
そ
の
行
為
へ
の
親
権
者
の
同
意
)
に
つ
き
、
㊧
大
判
昭
和
九
年
五
月
二
二
日
民
集
二
二
巻
二
三
一
頁
。
子
・
被
後
見
人
と
親
権
者
・
後
見
人
間
の
売
買
契
約
に
つ
き
、
判
例
⑲
⑪
.
両
者
間
の
賃
貸
借
契
約
に
つ
き
、
⑳
東
京
控
判
昭
和
一
〇
年
二
月
l
八
日
法
律
評
論
二
四
巻
民
法
四
l
玉
東
Q
子
よ
り
親
権
者
へ
の
扶
養
料
請
求
に
つ
き
、
⑳
福
岡
高
決
昭
和
三
九
年
八
月
四
日
家
月
1
七
巻
四
号
四
九
頁
。
子
と
親
権
者
間
の
遺
産
分
割
協
議
、
調
停
、
審
判
に
つ
き
、
⑭
札
幌
地
判
昭
和
四
五
年
七
月
l
〇
日
訟
務
月
報
l
六
巻
二
号
二
二
一
六
頁
、
⑮
東
京
高
判
昭
和
五
五
年
1
0
月
二
九
日
判
時
九
八
七
号
四
九
頁
、
⑳
大
阪
高
決
昭
和
四
一
年
六
月
六
日
家
月
一
九
巻
一
号
三
九
頁
、
⑰
東
京
高
決
昭
和
四
八
年
三
月
一
日
東
京
高
裁
時
報
(
民
事
)
二
四
巻
三
号
民
四
一
頁
。
第
二
章
判
例
に
お
け
る
利
益
相
反
行
為
の
判
断
基
準
第
一
節
判
例
の
主
要
な
偵
向
判
例
に
お
い
て
は
、
利
益
相
反
行
為
と
は
、
親
権
者
・
後
見
人
の
為
に
利
益
と
な
り
、
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
為
に
不
利
益
と
な
る
行
為
を
指
称
す
る
(
判
例
⑤
、
⑳
大
判
昭
和
九
年
t
二
月
二
一
日
新
聞
三
八
〇
〇
号
八
頁
、
⑳
大
判
昭
和
一
五
年
七
月
二
九
日
判
決
全
集
七
輯
l
O
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
の
成
否
五
生
野
正
剛
六
四
八
頁
、
⑳
大
阪
地
判
昭
和
六
年
二
月
1
二
日
法
律
評
論
二
1
巻
民
法
二
二
二
頁
な
ど
)
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
質
的
に
子
に
不
利
益
な
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
他
方
で
は
親
権
者
の
利
益
と
直
接
結
び
つ
か
な
い
行
為
は
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
い
。
判
例
は
、
利
益
相
反
行
為
を
以
上
の
よ
う
に
定
義
し
た
う
え
で
、
そ
の
判
断
基
準
と
し
て
、
利
益
相
反
の
成
否
は
、
代
理
行
為
を
行
な
っ
た
親
権
者
の
意
図
や
動
機
、
行
為
の
具
体
的
実
質
的
結
果
、
行
為
の
な
さ
れ
た
具
体
的
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
行
為
自
体
の
性
質
、
外
形
か
ら
判
断
す
べ
き
8
だ
と
す
る
(
形
式
的
判
断
訊
)
(
判
例
⑳
、
判
例
⑳
、
㊨
東
京
控
判
昭
和
九
年
七
月
七
日
新
聞
三
七
三
六
号
九
頁
、
⑳
東
京
控
判
昭
和
l
〇
年
七
月
1
三
日
新
聞
三
八
八
五
号
1
五
頁
、
戦
後
も
、
⑬
最
判
昭
和
三
七
年
二
月
二
七
日
最
高
裁
裁
判
集
五
八
号
1
〇
二
三
頁
、
⑭
最
判
昭
和
三
七
年
1
0
月
二
日
民
集
1
六
巻
l
〇
号
二
〇
五
九
頁
、
⑮
最
判
昭
和
四
二
年
四
月
1
八
日
民
集
二
l
巻
三
号
六
七
l
頁
、
⑳
最
判
昭
和
四
二
年
四
月
二
五
日
最
高
裁
裁
判
集
八
七
号
二
五
三
頁
、
⑰
最
判
昭
和
四
九
年
九
月
二
七
日
最
高
裁
裁
判
集
二
二
号
七
四
1
頁
な
ど
.
ま
た
、
同
l
の
親
権
に
服
す
る
複
数
の
子
相
互
間
の
利
益
相
反
行
為
の
事
例
に
つ
き
、
い
ず
れ
も
子
相
互
間
の
遺
産
分
割
行
為
だ
が
、
判
例
⑰
、
⑳
最
判
昭
和
四
九
年
七
月
二
二
日
家
月
二
七
巻
二
号
六
八
頁
、
⑳
最
判
昭
和
五
六
年
一
〇
月
三
〇
日
判
時
一
〇
二
二
号
五
五
頁
)
。
そ
の
結
果
、
親
権
者
が
子
を
代
理
し
て
の
、
子
名
義
で
の
債
務
負
担
、
そ
の
債
務
の
た
め
の
子
所
有
不
動
産
へ
の
担
保
権
設
定
行
為
は
'
た
と
え
そ
の
借
入
金
が
親
権
者
の
用
途
に
あ
て
る
目
的
で
な
さ
れ
て
も
(
⑳
大
判
昭
和
八
年
l
月
二
八
日
法
学
二
巻
九
号
1
〓
1
0
頁
、
判
例
⑳
⑳
⑪
⑳
⑳
⑳
、
い
ず
れ
も
親
権
者
の
意
図
が
認
定
さ
れ
て
い
る
)
、
さ
ら
に
相
手
方
が
親
権
者
の
そ
の
意
図
を
知
り
う
る
立
場
に
あ
っ
て
も
(
⑪
東
京
高
決
昭
和
三
三
年
一
月
二
三
日
下
民
集
九
巻
1
号
六
五
頁
、
判
例
⑮
)
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
い
と
さ
れ
る
.
ま
た
同
様
に
、
親
権
者
が
子
を
代
理
し
て
の
、
子
所
有
不
動
産
を
売
却
す
る
行
為
は
、
そ
の
売
却
代
金
を
親
権
者
の
用
途
に
あ
て
る
目
的
で
な
さ
れ
て
も
(
⑫
大
判
昭
和
九
年
〓
1
月
二
1
.
日
新
聞
三
八
〇
〇
号
七
頁
、
判
例
⑰
)
、
ま
た
そ
の
場
合
相
手
方
が
そ
の
意
図
を
知
り
、
知
り
う
る
立
場
に
あ
っ
て
も
(
⑬
東
京
高
判
昭
和
四
四
年
四
月
二
八
日
東
京
高
裁
時
報
《
民
事
》
二
〇
巻
四
号
九
七
頁
-
相
手
方
が
公
序
良
俗
に
反
す
る
が
如
き
態
様
で
処
分
行
為
に
加
担
し
た
と
い
う
よ
う
な
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
相
手
方
が
売
得
金
の
使
途
に
つ
い
て
の
事
情
を
知
り
ま
た
は
知
り
う
る
立
場
に
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
無
効
と
す
べ
き
で
な
い
、
と
明
言
)
、
利
益
相
反
行
為
で
は
な
い
(
㊨
最
判
昭
和
三
六
年
l
月
二
七
日
最
高
裁
裁
判
集
四
八
号
1
七
九
頁
は
、
親
権
者
が
子
と
共
有
す
る
不
動
産
を
売
却
し
た
事
例
だ
が
、
親
権
者
の
意
図
や
売
得
金
の
使
途
に
も
な
ん
ら
言
及
せ
ず
、
売
却
行
為
自
体
か
ら
利
益
相
反
行
為
で
な
い
と
判
断
)
。
さ
ら
に
、
親
権
者
の
事
業
に
相
手
方
の
寄
与
を
得
る
目
的
で
、
し
か
も
相
手
方
が
そ
の
意
図
を
知
り
う
る
立
場
に
あ
っ
て
も
、
子
所
有
不
動
産
を
無
償
譲
渡
す
る
行
為
も
利
益
相
反
行
為
で
な
い
と
さ
れ
る
(
判
例
⑳
)
。
以
上
の
事
例
に
お
い
て
は
、
行
為
の
動
機
、
意
図
、
実
質
的
効
果
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
子
の
利
益
が
実
質
的
に
害
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
行
為
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
そ
れ
ら
を
考
慮
対
象
か
ら
排
除
し
て
、
行
為
自
体
の
性
質
、
外
形
の
み
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
親
権
者
は
子
の
単
な
る
代
理
人
と
し
て
の
み
関
与
し
て
お
り
、
子
の
不
利
益
の
下
に
親
権
者
が
利
益
を
得
る
行
為
と
は
言
え
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
利
益
相
反
行
為
と
は
親
権
者
・
後
見
人
の
利
益
と
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
不
利
益
と
が
行
為
上
対
時
す
る
も
の
と
さ
れ
る
の
で
、
た
と
え
親
権
者
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
第
三
者
の
利
益
の
た
め
の
行
為
で
あ
っ
て
も
、
行
為
自
体
あ
る
い
は
外
形
か
ら
み
て
、
そ
れ
が
直
接
親
権
者
の
利
益
と
結
び
つ
く
と
さ
れ
な
い
以
上
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
る
(
親
権
者
が
代
理
し
て
な
し
た
子
所
有
不
動
産
へ
の
担
保
権
設
定
行
為
に
つ
き
、
そ
れ
が
親
権
者
た
る
母
親
の
弟
が
代
表
取
締
役
で
あ
る
会
社
の
債
務
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
ー
⑮
大
阪
高
判
昭
和
三
七
年
一
二
月
二
七
日
判
夕
一
四
一
号
一
四
二
頁
、
親
権
者
の
夫
《
子
の
継
父
》
の
債
務
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
-
⑲
最
判
昭
和
三
五
年
七
月
一
五
日
家
月
1
二
巻
1
.
〇
号
八
八
頁
、
利
益
相
反
行
為
の
成
立
は
否
定
さ
れ
る
)
o
結
局
、
判
例
上
こ
の
判
断
基
準
に
よ
っ
て
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
の
は
、
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
不
利
益
の
下
に
へ
親
権
者
、
後
見
人
の
利
益
が
図
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
行
為
の
性
質
あ
る
い
は
外
形
に
表
現
さ
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
④
親
権
者
・
後
見
人
の
債
務
の
た
め
に
、
未
成
年
者
が
連
帯
債
務
、
連
帯
保
証
、
物
上
保
証
を
負
担
す
る
行
為
(
連
帯
債
務
に
つ
き
、
⑰
】iiiiiiid
大
判
昭
和
八
年
1
0
月
二
四
日
大
審
院
裁
判
例
七
民
事
二
四
七
頁
、
⑬
大
阪
控
判
大
正
六
年
六
月
1
八
日
新
聞
1
三
二
五
号
三
三
頁
、
⑲
萩
区
〔
9
裁
判
大
正
七
年
七
月
1
0
日
新
聞
一
四
四
言
万
一
八
身
o
連
帯
保
証
に
つ
き
、
判
例
⑬
.
物
上
保
証
に
つ
き
、
判
例
⑭
、
⑳
大
判
昭
和
1
八
年
八
月
三
日
民
集
二
二
巻
七
四
九
頁
、
㊧
大
判
昭
和
一
八
年
一
〇
月
五
日
法
学
一
三
巻
五
号
三
三
三
頁
へ
⑫
大
阪
高
判
昭
和
三
八
年
六
月
五
日
下
民
集
7
四
巻
六
号
一
〇
八
三
頁
。
停
止
条
件
付
代
物
弁
済
契
約
に
つ
き
、
判
例
⑥
o
連
帯
債
務
と
物
上
保
証
に
つ
き
、
判
例
③
⑦
)
、
㊨
親
権
者
の
債
務
の
た
め
に
子
所
有
不
動
産
に
よ
る
代
物
弁
済
(
判
例
⑦
)
へ
⑥
親
権
者
の
債
務
の
子
の
債
務
へ
の
更
改
契
約
(
判
例
④
⑳
、
⑬
大
阪
控
判
明
治
四
〇
年
六
月
三
日
新
聞
四
四
七
号
四
頁
)
、
④
親
権
者
に
対
す
る
第
三
者
の
債
権
と
同
l
第
三
者
へ
の
子
の
債
権
と
の
相
殺
予
定
契
約
(
⑳
東
京
控
判
大
正
1
四
年
七
月
1
七
日
新
聞
二
四
六
七
号
1
四
頁
)
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
で
行
為
自
体
の
性
質
、
外
形
と
し
て
考
慮
さ
°
°
れ
て
い
る
の
は
、
当
該
行
為
か
ら
通
常
予
測
さ
れ
る
法
的
効
果
、
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
が
利
益
相
反
と
な
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
の
成
否
七
生
野
正
剛
八
川
以
上
が
利
益
相
反
行
為
の
成
否
に
関
す
る
判
例
の
主
要
な
傾
向
で
あ
る
が
、
判
例
が
そ
の
よ
う
な
判
断
基
準
に
立
脚
す
る
の
は
次
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
親
権
者
・
後
見
人
が
未
成
年
者
・
被
後
見
人
を
代
理
し
て
第
三
者
と
行
為
を
す
る
場
合
、
そ
の
相
手
方
に
と
っ
て
、
親
権
者
・
後
見
人
の
行
為
を
な
し
た
意
図
、
動
機
や
未
成
年
者
・
被
後
見
人
と
親
権
者
・
後
見
人
と
の
間
の
個
別
的
具
体
的
内
部
的
事
情
は
容
易
に
は
窺
い
知
れ
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
こ
の
よ
う
な
相
手
方
が
認
識
し
得
な
い
事
情
を
も
考
慮
し
て
利
益
相
反
行
為
の
成
否
を
判
断
す
る
な
ら
ば
、
相
手
方
に
不
測
の
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
判
例
の
形
式
判
断
説
で
は
、
相
手
方
が
親
権
者
・
後
見
人
の
意
図
、
動
機
、
行
為
の
具
体
的
実
質
的
結
果
、
個
別
的
具
体
的
事
情
な
ど
を
知
ら
な
く
て
も
、
行
為
自
体
を
外
形
的
客
観
的
に
み
れ
ば
、
親
権
者
・
後
見
人
の
た
め
に
利
益
で
未
成
年
者
・
被
後
見
人
に
不
利
益
と
な
る
行
為
で
あ
る
と
認
識
し
得
る
場
合
に
の
み
、
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
判
例
は
、
こ
の
よ
う
に
相
手
方
が
外
形
的
客
観
的
に
予
測
し
う
る
限
り
で
の
事
柄
の
み
を
考
慮
し
て
利
益
相
反
行
為
の
成
否
を
決
す
る
こ
と
で
、
未
成
年
者
・
被
後
見
人
保
護
と
相
手
方
保
護
(
取
引
の
安
全
)
と
の
調
整
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
定
の
合
理
的
理
由
が
存
在
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
例
の
形
式
的
判
断
説
で
は
、
考
慮
さ
れ
る
の
が
当
該
行
為
か
ら
通
常
予
想
さ
れ
る
法
的
効
果
、
結
果
で
あ
る
以
上
、
行
為
の
種
類
、
法
的
性
質
、
形
式
的
主
体
な
ど
の
行
為
の
形
式
的
側
面
か
ら
利
益
相
反
行
為
の
成
否
が
判
断
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
同
じ
く
親
権
者
・
後
見
人
の
利
益
を
図
る
目
的
で
あ
っ
て
も
、
親
権
者
・
後
見
人
は
代
理
人
と
し
て
の
み
関
与
し
、
未
成
年
者
・
被
後
見
人
名
義
で
消
費
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
担
保
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
第
三
者
の
債
務
の
た
め
に
、
未
成
年
者
・
被
後
見
人
所
有
不
動
産
に
担
保
権
を
設
定
し
、
ま
た
は
未
成
年
者
・
被
後
見
人
名
義
で
そ
の
所
有
不
動
産
を
売
却
、
譲
渡
す
れ
ば
、
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
他
方
、
親
権
者
・
後
見
人
自
身
が
債
務
者
と
な
り
'
未
成
年
者
・
被
後
見
人
を
そ
の
保
証
人
あ
る
い
は
物
上
保
証
人
に
す
れ
ば
'
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
広
汎
な
代
理
権
を
有
す
る
以
上
、
親
権
者
・
後
見
人
は
自
己
と
未
成
年
者
・
被
後
見
人
と
の
い
ず
れ
を
、
主
債
務
者
と
し
、
保
証
人
あ
る
い
は
物
上
保
証
人
に
す
る
か
は
自
由
に
選
択
で
き
る
立
場
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
で
は
親
権
者
・
後
見
人
が
形
式
さ
え
と
と
の
え
れ
ば
、
利
益
相
反
行
為
の
制
限
を
簡
単
に
回
避
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
法
定
代
理
権
の
濫
用
の
虞
れ
が
大
き
い
の
は
、
親
権
者
・
後
見
人
が
自
己
の
利
益
を
図
る
た
め
に
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
財
産
を
処
分
し
た
り
、
債
務
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
大
部
分
の
場
合
に
未
成
年
者
・
被
後
見
人
は
法
定
代
理
権
の
濫
用
か
ら
保
護
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
利
益
相
反
禁
止
則
の
趣
旨
は
大
き
く
後
過
し
て
し
ま
う
。
か
く
て
こ
の
判
例
の
形
式
的
判
断
説
は
取
引
の
安
全
を
重
視
す
る
あ
ま
り
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
利
益
保
護
は
十
分
で
な
く
、
ま
た
事
案
の
解
決
と
し
て
権
衡
を
失
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
か
o
注
㈲
判
例
は
形
式
的
判
断
説
に
立
脚
す
る
と
言
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
微
妙
な
推
移
が
あ
る
。
判
例
も
当
初
は
、
行
為
自
体
の
形
式
的
性
質
(
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
、
合
同
行
為
、
親
権
者
と
子
と
の
行
為
か
否
か
な
ど
)
を
基
準
に
形
式
的
に
判
断
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
判
例
①
は
、
相
続
放
棄
は
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
な
の
で
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
い
と
し
、
⑮
大
判
大
正
六
年
二
月
二
日
民
録
二
三
輯
一
八
六
頁
は
、
親
権
者
と
子
と
の
間
で
の
合
名
会
社
設
立
行
為
は
利
益
を
同
じ
う
す
る
行
為
な
の
で
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
い
と
し
、
⑳
大
判
大
正
一
三
年
六
月
七
日
新
聞
二
二
八
八
号
一
八
頁
は
、
親
権
者
の
手
形
債
務
を
子
名
義
債
務
に
書
換
え
た
う
え
で
、
そ
の
債
務
の
た
め
子
所
有
不
動
産
に
根
抵
当
権
を
設
定
し
た
事
例
に
つ
き
も
根
抵
当
権
設
定
行
為
自
体
は
親
権
者
の
債
務
を
子
に
負
担
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
い
と
し
、
⑰
大
判
昭
和
二
二
年
四
月
二
二
日
法
学
七
巻
二
号
1
三
五
頁
は
、
親
権
者
が
子
を
代
理
し
て
子
所
有
不
動
産
を
第
三
者
に
売
却
し
、
そ
の
売
却
代
金
で
親
権
者
の
銀
行
に
負
担
し
て
い
た
債
務
を
弁
済
し
た
事
例
に
つ
き
、
こ
の
各
行
為
を
銀
行
に
約
し
て
い
た
と
し
て
も
売
却
行
為
と
弁
済
行
為
と
は
別
個
独
立
の
行
為
で
あ
り
、
ま
た
子
と
親
権
者
と
の
間
の
行
為
で
は
な
い
の
で
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
い
と
す
る
。
戦
後
も
判
例
⑳
⑮
な
ど
に
若
干
こ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
判
例
は
し
だ
い
に
、
行
為
の
形
式
的
性
質
に
固
執
す
る
立
場
を
緩
め
、
親
権
者
・
後
見
人
の
意
図
、
動
機
も
具
体
的
個
別
的
事
情
は
考
慮
し
な
い
で
行
為
の
外
形
で
判
断
す
る
と
い
う
立
場
に
重
点
が
移
行
し
た
と
言
え
る
。
㈱
連
帯
債
務
行
為
は
子
が
親
権
者
と
連
帯
す
る
と
い
っ
て
も
、
形
式
的
に
は
子
自
身
名
義
で
の
債
務
負
担
行
為
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
形
式
判
断
説
で
は
、
親
権
者
が
代
理
し
て
の
子
単
独
名
義
で
の
債
務
負
担
行
為
と
異
な
っ
て
、
連
帯
債
務
負
担
行
為
が
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
の
は
、
将
来
相
互
間
に
求
償
関
係
等
が
生
じ
て
利
益
相
反
す
る
こ
と
が
行
為
自
体
か
ら
予
想
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
れ
ら
の
判
例
で
は
、
む
し
ろ
そ
れ
が
親
権
者
の
利
益
の
た
め
の
借
財
に
つ
い
て
子
に
連
帯
債
務
を
負
担
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
点
に
利
益
相
反
性
を
み
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
具
体
的
事
情
に
よ
り
誰
の
利
益
の
た
め
の
債
務
か
と
い
う
こ
と
を
認
定
し
た
う
え
で
利
益
相
反
行
為
の
成
否
を
決
す
る
の
は
、
行
為
自
体
か
ら
判
断
す
る
と
す
る
判
例
の
態
度
と
必
ず
し
も
一
貫
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
o
㈹
な
お
、
少
数
の
下
級
審
判
例
の
中
に
は
、
利
益
相
反
行
為
の
成
否
は
、
行
為
の
外
形
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
個
々
の
具
体
的
事
情
を
も
考
察
し
て
、
行
為
の
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
の
成
否
九
生
野
正
剛
一
〇
実
質
に
立
ち
入
っ
て
判
断
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
も
あ
る
o
⑳
大
阪
地
判
昭
和
八
年
六
月
八
日
新
聞
三
五
八
〇
号
五
頁
(
親
権
者
が
金
銀
を
借
入
す
る
に
つ
き
、
そ
の
子
を
も
連
帯
債
務
者
と
し
た
行
為
は
、
そ
の
借
入
が
家
族
全
体
の
利
益
の
た
め
に
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
は
利
益
相
反
行
為
に
核
当
し
な
い
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
上
告
審
判
例
㊨
は
親
権
者
の
利
益
の
た
め
に
借
財
を
な
す
に
際
し
て
子
に
連
帯
債
務
を
負
担
さ
せ
る
行
為
自
体
が
利
益
相
反
行
為
で
あ
る
と
し
た
)
0
⑳
長
崎
地
判
昭
和
二
九
年
二
月
1
七
日
下
民
集
五
巻
二
号
1
八
1
頁
(
父
親
が
子
を
代
理
し
て
子
名
義
で
債
務
を
負
担
し
、
そ
の
担
保
の
た
め
子
所
有
名
義
の
不
動
産
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
行
為
で
も
'
そ
の
不
動
産
は
実
際
に
は
父
が
自
己
の
所
持
金
で
購
入
し
た
も
の
で
、
そ
の
不
動
産
を
利
用
し
て
の
営
業
に
よ
っ
て
子
の
養
育
費
も
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
本
件
借
入
金
も
そ
の
営
業
資
金
調
達
の
た
め
で
あ
る
等
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
い
と
す
る
)
間
阿
部
徹
「
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
(
I
)
」
民
商
五
七
巻
一
号
四
九
頁
、
中
川
津
『
親
族
法
逐
条
解
説
』
三
七
〇
、
四
八
九
-
四
九
〇
頁
、
中
川
良
延
r
利
益
相
反
行
為
」
(
山
岳
正
男
・
泉
久
雄
編
『
演
習
民
法
(
親
族
相
続
)
』
所
収
)
二
七
三
-
二
七
四
頁
、
松
倉
耕
作
「
親
子
間
の
法
律
行
為
と
利
益
相
反
」
(
中
川
淳
編
著
『
財
産
法
と
家
族
法
の
交
錯
』
所
収
)
二
六
1
-
二
六
二
貢
、
青
山
邦
夫
「
利
益
相
反
行
為
の
成
否
」
判
夕
五
四
四
号
六
四
頁
な
ど
0
第
二
節
判
例
に
お
け
る
判
断
基
準
の
緩
和
他
方
で
は
、
利
益
相
反
行
為
の
成
否
に
つ
い
て
、
前
節
に
述
べ
た
よ
う
な
行
為
自
体
の
形
式
的
側
面
か
ら
判
断
す
る
態
度
を
緩
和
す
る
判
例
の
動
き
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
'
相
手
方
も
知
り
あ
る
い
は
知
り
う
る
行
為
の
実
質
に
ま
で
考
慮
対
象
を
拡
大
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
実
質
的
行
為
を
客
観
的
に
判
断
す
る
事
例
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
諸
判
例
が
あ
て
は
ま
る
。
川
親
極
者
が
子
を
代
理
し
て
子
名
義
で
債
務
負
担
し
、
子
所
有
不
動
産
に
担
保
権
を
設
定
し
た
場
合
で
も
、
相
手
方
も
知
り
う
る
具
体
的
事
情
に
よ
り
、
そ
の
債
務
は
実
質
的
に
は
親
権
者
自
身
の
債
務
で
あ
る
と
事
実
認
定
し
、
結
局
そ
の
行
為
は
親
権
者
の
債
務
の
た
め
の
子
所
有
不
動
産
へ
の
担
保
権
設
定
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
と
す
る
判
例
(
⑳
大
決
昭
和
四
年
三
月
二
五
日
大
審
院
〕
裁
判
例
三
民
事
九
四
頁
-
相
手
方
も
親
権
者
自
身
の
債
務
で
あ
る
と
知
っ
て
い
る
。
㊧
東
京
高
判
昭
和
五
〇
年
九
月
四
日
判
時
八
〇
五
号
六
八
〔
貢
-
親
権
者
が
真
の
債
務
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
)
0
㈱
形
式
的
に
は
親
権
者
が
代
理
し
て
の
子
所
有
不
動
産
の
譲
渡
行
為
だ
が
、
親
権
者
自
身
も
譲
渡
相
手
に
債
務
を
負
担
し
て
お
り
、
相
手
方
も
譲
渡
行
為
の
以
下
の
実
質
を
知
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
実
質
的
に
は
親
権
者
の
債
務
の
た
め
の
子
所
有
不
動
産
に
よ
る
代
物
弁
済
行
為
と
f
7
し
て
判
断
し
'
利
益
相
反
行
為
の
成
立
を
肯
定
す
る
判
例
(
⑳
大
判
昭
和
三
毎
三
月
五
日
判
決
全
集
五
輯
二
七
二
卑
⑳
新
潟
地
裁
高
田
支
心
可
部
判
昭
和
三
一
年
三
月
五
日
下
民
集
七
巻
三
号
五
〇
五
卑
⑳
東
京
高
判
昭
和
三
三
年
六
月
1
七
日
下
民
集
九
巻
六
号
二
三
五
頁
、
⑳
最
判
昭
和
三
五
年
二
月
二
五
日
民
集
一
四
巻
二
号
二
七
九
頁
、
⑳
大
阪
地
判
昭
和
四
六
年
1
0
月
1
八
日
判
時
六
七
七
号
八
六
貢
-
相
手
方
が
行
為
の
実
質
的
意
味
が
親
権
者
の
債
務
の
た
め
の
代
物
弁
済
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
と
き
は
、
代
物
弁
済
と
し
て
利
益
相
反
性
を
判
断
す
べ
き
だ
.・.仙っ
と
明
言
、
◎
東
京
高
判
昭
和
五
四
年
三
月
二
八
日
判
夕
三
八
八
号
七
五
卑
な
お
、
㊨
⑳
は
⑳
の
控
訴
審
、
上
告
審
)
a
㈱
親
権
者
が
代
理
し
て
の
子
の
債
権
(
子
所
有
不
動
産
の
売
却
代
金
)
の
放
棄
行
為
に
つ
い
て
、
単
に
そ
の
放
棄
行
為
自
体
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
親
権
者
の
同
1
相
手
方
に
負
担
し
て
い
る
債
務
の
免
除
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
結
合
さ
せ
て
判
断
し
、
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
と
し
た
判
例
(
判
例
⑤
)
。
親
権
者
が
債
務
の
免
除
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
、
子
の
債
権
放
棄
行
為
の
単
な
る
縁
由
と
し
て
把
え
る
の
で
は
な
く
、
相
手
方
も
知
っ
て
い
る
放
棄
行
為
の
実
質
と
し
て
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
㈲
第
三
者
の
債
務
の
た
め
に
、
親
権
者
自
ら
も
連
帯
保
証
人
に
な
る
と
と
も
に
、
子
を
代
理
し
て
子
所
有
不
動
産
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
行
為
(
あ
る
い
は
子
は
同
時
に
連
帯
保
証
も
負
担
)
に
つ
い
て
、
将
来
、
抵
当
権
の
方
が
実
行
さ
れ
る
と
子
の
不
利
益
の
下
に
親
権
者
の
保
証
債
務
が
軽
減
さ
れ
'
あ
る
い
は
親
権
者
の
連
帯
保
証
債
務
が
追
求
さ
れ
る
と
、
親
権
者
と
子
と
の
間
に
求
償
関
係
お
よ
び
代
位
の
問
題
が
生
ず
る
な
ど
、
両
者
間
の
利
害
の
対
立
が
行
為
の
外
形
か
ら
も
予
測
さ
れ
る
と
し
て
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
と
す
る
判
例
(
⑳
最
判
昭
和
四
三
年
l
〇
月
八
日
民
集
二
二
巻
1
0
号
二
l
七
二
頁
へ
⑳
最
判
昭
和
四
五
年
1
二
月
1
八
日
最
高
裁
裁
判
集
1
〇
一
号
七
八
三
頁
、
⑳
最
判
昭
和
五
〇
年
四
月
一
八
日
金
融
法
務
七
五
五
号
三
〇
頁
、
⑪
最
判
昭
和
五
二
年
三
月
三
一
日
金
商
五
三
五
号
四
四
頁
)
。
子
所
有
不
動
産
へ
の
抵
当
権
設
定
行
為
自
体
か
ら
み
れ
ば
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
第
三
者
の
債
務
の
た
め
で
あ
っ
て
、
親
権
者
の
保
証
債
務
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
姻
く
、
直
接
的
に
は
親
権
者
の
利
益
に
結
び
つ
く
行
為
と
は
言
え
な
い
の
で
、
従
来
の
判
断
基
準
で
は
利
益
相
反
行
為
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
判
例
で
は
、
子
所
有
不
動
産
へ
の
抵
当
権
設
定
行
為
自
体
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
同
一
債
務
の
た
め
の
親
権
者
の
保
証
債
務
の
併
存
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
将
来
予
想
さ
れ
う
る
実
質
的
結
果
に
ま
で
考
慮
対
象
を
拡
大
し
て
利
益
相
反
性
を
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
こ
れ
ら
の
判
例
の
射
程
は
あ
く
ま
で
第
三
者
の
債
務
の
た
め
の
子
の
物
上
保
証
に
親
権
者
の
連
帯
保
証
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
の
成
否
生
野
正
剛
1
二
が
併
存
し
た
場
合
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
併
存
が
な
け
れ
ば
判
例
⑮
⑯
の
よ
う
に
利
益
相
反
性
は
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
㈲
後
見
人
が
代
理
し
て
行
な
っ
た
被
後
見
人
所
有
不
動
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
き
、
内
縁
関
係
に
あ
る
者
同
士
で
は
利
害
は
共
通
す
る
の
で
、
内
縁
の
夫
が
不
動
産
を
無
償
取
得
す
る
こ
と
は
内
縁
の
妻
た
る
後
見
人
の
利
益
に
も
つ
な
が
る
と
し
て
、
後
見
人
と
被
後
見
人
間
の
利
益
相
反
行
為
の
成
立
を
肯
定
し
た
判
例
(
⑫
最
判
昭
和
四
五
年
五
月
二
二
日
民
集
二
四
巻
五
号
四
〇
二
頁
)
。
従
来
の
判
例
に
お
い
て
は
、
利
益
相
反
行
為
の
成
否
の
判
断
に
つ
き
、
代
理
行
為
を
な
し
た
法
定
代
理
人
と
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
直
接
利
益
を
受
け
る
者
と
の
関
係
は
考
慮
さ
れ
ず
、
た
と
え
法
定
代
理
人
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
第
三
者
の
利
益
の
た
め
の
行
為
で
あ
っ
て
も
そ
の
行
為
が
直
接
法
定
代
理
人
の
利
益
と
結
び
つ
か
な
い
以
上
利
益
相
反
行
為
の
成
立
は
否
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
(
親
権
者
の
夫
T
子
の
継
父
I
の
債
務
の
た
め
の
子
所
有
不
動
産
へ
の
担
保
権
設
定
に
つ
き
判
例
⑯
、
後
見
人
が
代
理
し
て
被
後
見
人
所
有
不
動
産
を
後
見
人
が
代
表
取
締
役
の
一
員
で
あ
る
会
社
へ
売
却
し
た
事
例
に
つ
き
、
⑬
和
歌
山
地
判
昭
和
四
八
年
八
月
一
日
判
時
七
三
五
号
八
九
頁
、
後
見
人
の
夫
の
兄
が
代
表
取
締
役
で
あ
り
、
後
見
人
お
よ
び
そ
の
夫
も
取
締
役
で
あ
る
会
社
の
債
務
の
た
め
の
、
被
後
見
人
所
有
不
動
産
へ
の
担
保
権
設
定
に
つ
き
、
⑭
東
京
地
判
昭
和
三
八
年
八
月
1
五
日
下
民
集
町
血
一
四
巻
八
号
一
五
三
七
身
)
0
以
上
の
判
例
で
は
、
客
観
的
に
予
期
し
う
る
、
そ
の
意
味
で
行
為
の
相
手
方
も
知
り
う
る
、
あ
る
い
は
相
手
方
が
知
っ
て
い
る
限
り
で
、
行
為
の
実
質
的
関
係
、
行
為
の
な
さ
れ
た
具
体
的
事
情
、
行
為
の
実
質
的
効
果
、
法
定
代
理
人
と
行
為
に
よ
っ
て
直
接
利
益
を
受
け
る
者
と
の
実
岬
質
的
関
係
に
ま
で
考
慮
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
行
為
の
具
体
的
実
質
的
関
係
に
ま
で
拡
大
し
た
と
し
て
も
、
行
為
の
相
手
方
が
認
識
し
あ
る
い
は
認
識
可
能
な
範
囲
で
考
慮
の
対
象
と
す
る
限
り
で
は
、
行
為
の
相
手
方
に
も
不
測
の
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
】
ろ
う
。
E
J
拍
子
所
有
不
動
産
の
贈
与
行
為
だ
が
、
そ
の
行
為
自
体
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
方
も
そ
の
趣
旨
を
了
解
し
て
い
る
の
で
、
親
権
者
が
相
手
方
に
負
担
し
て
い
る
絶
縁
料
支
払
債
務
の
履
行
に
代
え
る
趣
旨
の
下
に
な
さ
れ
た
子
所
有
不
動
産
に
よ
る
代
物
弁
済
と
認
定
。
個
形
式
的
に
は
子
所
有
不
動
産
の
売
却
行
為
だ
が
、
譲
渡
に
至
っ
た
経
緯
、
親
権
者
が
相
手
方
に
債
務
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
、
売
却
代
金
に
つ
い
て
交
渉
も
な
か
っ
た
等
の
、
相
手
方
も
知
っ
て
い
る
具
体
的
事
情
に
よ
り
、
親
権
者
の
債
務
の
た
め
の
子
所
有
不
動
産
に
よ
る
代
物
弁
済
と
認
定
。
囲
形
式
的
に
は
子
所
有
不
動
産
の
売
却
行
為
だ
が
、
売
却
代
金
の
授
受
が
な
い
、
売
却
代
金
は
相
手
方
に
対
す
る
親
権
者
の
債
務
に
充
当
す
る
旨
の
約
定
の
存
在
、
当
該
会
社
は
親
権
者
の
個
人
経
営
で
あ
る
等
の
、
相
手
方
も
知
っ
て
い
る
具
体
的
事
情
に
よ
り
、
実
質
は
親
権
者
が
代
表
取
締
役
を
し
て
い
る
会
社
の
、
ひ
い
て
は
親
権
者
自
身
の
債
務
の
た
め
の
代
物
弁
済
で
あ
る
と
認
定
。
個
⑮
東
京
高
判
昭
和
四
五
年
三
月
三
〇
日
判
夕
二
五
一
号
二
九
〇
貢
(
判
例
⑳
の
控
訴
審
)
は
こ
の
よ
う
な
理
由
で
利
益
相
反
行
為
該
当
を
否
定
す
る
。
㈹
も
っ
と
も
前
掲
判
例
㊨
は
、
父
親
が
代
表
取
締
役
を
し
て
い
る
会
社
の
債
務
の
た
め
の
子
所
有
不
動
産
に
よ
る
代
物
弁
済
(
形
式
は
売
買
)
が
、
当
該
会
社
が
父
親
の
個
人
経
営
に
か
か
る
も
の
な
の
で
、
実
質
的
に
父
親
の
債
務
の
た
め
の
代
物
弁
済
で
あ
る
と
認
定
し
て
お
り
、
法
定
代
理
人
と
直
接
利
益
を
受
け
る
者
と
の
実
質
的
関
係
を
考
慮
し
た
と
言
え
る
。
仰
親
権
者
と
子
の
手
形
共
同
振
出
行
為
自
体
か
ら
で
な
く
へ
そ
の
原
因
関
係
で
利
益
相
反
性
を
判
断
し
た
判
例
⑮
や
、
後
見
人
と
被
後
見
人
が
共
同
相
続
人
で
あ
り
、
と
も
に
相
続
放
棄
を
し
た
事
例
で
、
後
見
人
が
代
理
し
た
被
後
見
人
の
相
続
放
棄
行
為
に
つ
き
、
後
見
人
と
被
後
見
人
と
の
放
棄
の
時
間
的
前
後
関
係
を
も
考
慮
し
て
利
益
相
反
性
を
判
断
す
る
と
し
た
、
⑲
最
判
昭
和
五
三
年
三
月
二
四
日
民
集
三
二
巻
一
号
九
八
頁
な
ど
も
、
こ
の
緩
和
判
例
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
章
学
説
に
お
け
る
判
断
基
準
利
益
相
反
行
為
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
学
説
で
は
、
何
を
考
慮
の
対
象
に
す
る
か
、
特
に
法
定
代
理
人
の
意
図
、
動
機
、
行
為
の
具
体
的
実
質
的
事
情
や
実
質
的
効
果
を
も
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
か
否
か
、
あ
る
い
は
未
成
年
者
保
護
と
相
手
方
保
護
と
を
ど
う
調
整
す
る
か
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
学
説
の
分
布
は
大
き
く
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
用
形
式
的
判
断
説
判
例
の
主
要
傾
向
と
同
様
に
、
利
益
相
反
行
為
の
成
否
は
も
っ
ぱ
ら
行
為
自
体
あ
る
い
は
外
形
で
決
す
る
べ
き
で
あ
り
、
法
定
代
理
人
の
意
d
q
図
、
動
機
、
そ
の
行
為
の
実
質
的
具
体
的
効
果
は
考
慮
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
見
解
で
あ
か
。
相
手
方
保
護
に
重
心
が
か
か
っ
た
立
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
判
例
の
主
要
傾
向
に
つ
い
て
述
べ
た
批
判
が
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
の
成
否
生
野
正
剛
一
四
な
お
、
こ
の
基
準
に
依
拠
す
る
判
例
が
、
応
々
に
し
て
行
為
自
体
の
形
式
的
(
法
的
)
性
質
で
利
益
相
反
の
成
否
を
決
す
る
傾
向
を
批
判
し
て
、
利
益
相
反
の
成
否
は
行
為
の
形
式
に
よ
っ
て
決
す
べ
き
で
は
な
く
、
実
質
的
に
定
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
ー
そ
れ
は
具
体
的
事
情
に
よ
っ
て
s
定
め
る
べ
き
で
な
く
、
抽
象
的
1
般
的
に
定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
(
抽
象
的
判
断
説
)
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
も
、
大
き
く
言
え
ば
形
式
的
判
断
説
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
㈲
外
観
説
利
益
相
反
の
成
否
は
親
権
者
の
意
図
や
行
為
の
具
体
的
結
果
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
行
為
の
類
型
的
外
形
に
よ
っ
て
親
権
者
の
利
益
、
子
の
不
利
益
と
な
る
こ
と
が
第
三
者
に
知
ら
れ
う
べ
き
場
合
の
み
利
益
相
反
行
為
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
が
、
親
権
者
の
意
図
、
動
機
も
特
殊
な
事
情
に
よ
り
取
引
の
相
手
方
が
子
の
利
益
を
害
す
る
結
果
に
な
る
こ
と
を
容
易
に
知
り
う
る
状
態
に
あ
っ
た
と
き
は
考
慮
の
対
象
と
な
る
と
す
る
見
解
で
あ
轡
抽
象
的
判
断
説
に
近
い
が
、
親
権
者
の
意
図
、
動
機
も
相
手
方
が
認
識
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
考
慮
の
対
象
と
な
る
と
す
る
点
で
特
色
を
有
し
て
い
る
。
㈲
実
質
判
断
説
法
定
代
理
権
は
未
成
年
の
子
の
利
益
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
利
益
相
反
の
成
否
は
、
形
式
は
と
も
あ
れ
、
実
質
的
に
み
て
、
糾
吻
未
成
年
の
子
の
不
利
益
に
お
い
て
親
権
者
が
利
益
を
得
る
行
為
か
否
か
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
の
中
に
は
、
実
質
的
に
判
断
す
る
と
言
っ
て
も
、
何
を
考
慮
の
対
象
と
し
て
判
断
す
る
の
か
不
明
確
な
も
の
も
あ
る
が
、
典
型
的
に
は
各
場
合
の
具
体
的
内
面
的
実
質
的
事
情
す
べ
て
を
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
か
(
具
体
的
判
断
説
)
0
未
成
年
者
保
護
を
最
も
重
視
す
る
見
解
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
見
解
に
は
、
行
為
の
実
質
と
し
て
ど
こ
ま
で
考
慮
対
象
に
す
る
の
か
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
相
手
方
が
認
識
で
き
な
い
、
法
定
代
理
人
の
意
図
、
動
機
、
行
為
の
具
体
的
個
別
的
実
質
的
事
情
ま
で
考
慮
す
る
と
す
れ
ば
、
逆
に
行
為
の
相
手
方
に
不
測
の
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
な
ど
の
批
判
が
あ
て
は
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
判
断
基
準
に
つ
い
て
学
説
上
見
解
が
分
か
れ
る
が
、
他
方
で
は
未
成
年
者
保
護
と
相
手
方
保
護
と
の
調
整
に
関
し
て
一
致
が
み
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
形
式
判
断
説
で
は
、
行
為
自
体
の
性
質
、
外
形
に
利
益
相
反
性
が
で
て
こ
な
い
以
上
、
法
定
代
理
人
が
利
己
的
動
機
で
代
理
権
を
行
使
し
て
も
、
し
か
も
た
と
え
相
手
方
が
そ
の
動
機
を
知
っ
て
い
て
も
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
相
手
方
保
護
(
取
引
の
安
全
)
は
図
ら
れ
た
と
し
て
も
'
法
定
代
理
権
の
濫
用
か
ら
未
成
年
者
の
利
益
は
保
護
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
形
式
的
判
断
説
で
は
、
こ
の
不
都
合
を
、
利
益
相
反
行
為
の
成
否
の
問
題
と
区
別
し
て
、
代
理
の
1
般
理
論
に
よ
っ
て
解
消
し
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
権
濫
用
論
に
立
脚
し
、
民
法
九
三
条
但
書
を
類
推
適
用
し
て
'
法
定
代
理
人
の
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
を
図
る
た
め
の
代
理
権
行
使
で
あ
る
こ
と
を
、
相
手
方
が
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
き
と
き
は
へ
そ
の
代
理
行
為
の
効
果
は
本
人
(
千
)
に
及
ば
な
い
と
す
る
の
で
あ
糾
困る
。
こ
の
結
果
、
行
為
の
相
手
方
は
法
定
代
理
権
濫
用
の
意
図
に
つ
い
て
悪
意
、
有
過
失
の
場
合
は
保
護
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
実
質
判
断
説
で
は
'
前
述
の
よ
う
に
、
親
権
者
の
意
図
、
動
機
、
行
為
の
具
体
的
個
別
的
実
質
的
事
情
ま
で
考
慮
し
て
実
質
的
に
利
益
相
反
す
る
行
為
か
否
か
を
決
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
未
成
年
者
の
利
益
は
実
質
的
に
保
護
さ
れ
る
反
面
、
相
手
方
の
容
易
に
知
り
得
な
い
事
情
に
よ
っ
て
代
理
行
為
の
効
果
が
左
右
さ
れ
、
取
引
の
安
全
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
批
判
に
答
え
て
実
質
判
断
説
の
中
に
は
、
実
質
的
に
判
断
し
て
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
行
為
は
無
権
代
理
と
な
る
が
、
相
手
方
は
民
法
一
一
〇
条
の
表
見
代
理
の
要
件
を
み
た
す
場
合
に
s
は
保
護
さ
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
(
表
見
代
理
説
)
。
つ
ま
り
、
善
意
、
無
過
失
の
第
三
者
は
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
こ
の
表
見
代
理
説
に
は
、
利
益
相
反
行
為
の
成
否
の
判
断
に
つ
き
、
ど
の
範
囲
の
具
体
的
個
別
的
主
観
的
事
情
ま
で
考
慮
す
る
の
か
不
明
確
さ
が
残
る
。
も
し
す
べ
て
の
事
実
を
考
慮
の
対
象
と
し
て
判
断
す
る
と
す
れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
行
為
の
相
手
方
に
酷
で
あ
る
。
ま
た
任
意
代
理
の
場
合
と
異
な
っ
て
、
本
人
が
全
く
代
理
人
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
法
定
代
理
に
つ
き
、
表
見
代
理
理
論
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
は
本
人
た
る
未
成
年
者
の
保
護
に
も
と
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
残
轡
以
上
、
利
益
相
反
行
為
の
成
否
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
は
異
な
り
、
そ
の
法
的
構
成
は
違
っ
て
も
、
外
観
説
を
含
め
て
、
形
式
的
判
断
説
、
実
質
判
断
説
と
も
に
、
善
意
、
無
過
失
の
範
囲
で
相
手
方
を
保
護
す
る
こ
と
で
、
未
成
年
者
保
護
と
相
手
方
保
護
(
取
引
の
安
全
)
と
の
調
整
脚
が
図
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
注
㈹
我
妻
栄
前
掲
書
三
四
二
頁
、
阿
部
徹
(
新
説
)
「
利
益
相
反
行
為
の
成
否
」
(
川
井
健
編
『
判
例
と
学
説
4
民
法
Ⅲ
』
所
収
)
二
1
四
頁
、
泉
久
雄
「
民
法
八
二
六
条
の
利
益
相
反
行
為
と
行
為
の
動
機
」
専
修
大
学
論
集
三
四
号
九
1
頁
、
島
津
一
郎
『
家
族
法
入
門
』
二
八
九
-
二
九
〇
頁
な
ど
。
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
の
成
否
生
野
正
剛
1
六
個
糟
谷
忠
男
r
民
法
八
二
六
条
に
つ
い
て
」
(
『
司
法
研
修
所
創
立
十
周
年
記
念
論
文
集
上
』
所
収
)
三
六
六
頁
、
杉
之
原
舜
7
『
判
例
親
族
法
』
7
九
7
-
7
九
三
頁
。
佃
鈴
木
禄
弥
=
唄
孝
一
『
人
事
法
I
』
八
三
頁
。
奈
良
次
郎
「
判
例
解
説
し
法
曹
二
l
巻
l
号
1
八
八
頁
も
こ
れ
に
近
い
。
青
山
邦
夫
前
掲
六
六
-
六
七
頁
も
同
趣
だ
が
、
法
定
代
理
人
が
代
理
権
濫
用
の
意
図
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
民
法
九
三
条
但
書
を
類
推
適
用
す
る
と
す
る
。
糾
中
川
淳
前
掲
書
三
七
〇
-
三
七
一
頁
'
阿
部
徹
(
旧
説
)
「
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
(
二
)
」
民
商
五
七
巻
三
号
四
一
四
頁
、
菅
原
国
夫
r
第
九
粂
第
一
項
甲
類
l
〇
号
」
(
斉
藤
秀
夫
=
菊
池
信
男
編
『
注
解
家
事
審
判
法
』
所
収
)
1
九
三
頁
な
ど
幽
こ
の
見
解
の
中
に
は
、
利
益
相
反
行
為
の
要
件
に
お
け
る
法
定
代
理
人
と
未
成
年
者
と
の
利
害
の
対
立
関
係
性
を
緩
和
し
、
必
ず
し
も
法
定
代
理
人
の
利
益
に
直
接
結
び
つ
か
な
く
と
も
、
未
成
年
者
に
と
っ
て
実
質
的
に
不
利
な
行
為
は
広
く
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
と
す
べ
き
だ
と
す
る
立
場
も
あ
る
。
中
川
淳
『
判
例
家
族
法
』
1
六
九
頁
、
中
川
良
延
前
掲
二
七
五
貢
、
阿
部
徹
(
旧
説
)
前
掲
「
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
㈲
」
四
一
四
頁
。
幽
谷
口
知
平
「
利
益
相
反
行
為
」
(
『
判
例
演
習
(
親
族
・
相
続
法
)
』
所
収
)
二
六
九
頁
、
末
川
博
「
親
権
の
制
限
及
び
剥
奪
」
(
『
家
族
制
度
全
集
法
律
編
第
三
巻
』
所
収
)
二
〇
四
、
二
〇
六
頁
な
ど
。
糾
我
妻
栄
前
掲
書
三
四
二
貢
、
阿
部
徹
(
新
説
)
前
掲
「
利
益
相
反
行
為
の
成
否
」
二
1
四
貢
、
泉
久
雄
前
掲
九
1
頁
な
ど
。
親
権
者
の
代
理
権
濫
用
行
為
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
学
説
と
同
趣
の
こ
と
を
1
般
的
に
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
判
例
⑳
(
但
し
、
本
件
で
は
濫
用
の
意
図
を
相
手
方
は
知
り
ま
た
は
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
る
)
。
法
的
構
成
は
不
明
だ
が
同
趣
の
も
の
と
し
て
⑰
大
判
明
治
三
五
年
二
月
二
四
日
民
録
二
輯
二
〇
頁
。
し
か
し
こ
れ
以
外
で
は
同
趣
の
代
理
権
濫
用
論
に
言
及
さ
れ
て
も
、
親
権
者
の
代
理
権
濫
用
の
意
図
を
相
手
方
が
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
代
理
行
為
は
無
効
と
は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
更
に
、
親
権
者
、
相
手
方
各
々
に
代
理
行
為
を
否
認
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
背
信
性
、
反
道
徳
性
の
存
在
(
前
掲
判
例
⑰
の
控
訴
審
で
あ
る
福
岡
高
判
昭
和
四
〇
年
九
月
二
二
日
)
、
あ
る
い
は
相
手
方
の
公
序
良
俗
に
反
す
る
が
如
き
態
様
で
の
加
担
(
判
例
⑬
)
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
利
益
相
反
行
為
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
に
お
い
て
は
、
民
法
九
三
条
但
書
が
類
推
適
用
さ
れ
た
判
例
は
現
在
の
と
こ
ろ
み
あ
た
ら
な
い
。
幽
こ
の
九
三
条
類
推
適
用
説
に
は
、
代
理
人
は
あ
く
ま
で
代
理
行
為
の
効
果
を
本
人
に
帰
属
さ
せ
る
意
思
を
有
し
て
い
る
の
で
「
心
裡
留
保
」
に
は
該
当
し
な
い
と
の
批
判
は
残
る
。
松
本
恒
雄
「
代
理
権
濫
用
と
表
見
代
理
」
判
夕
四
三
五
号
一
九
頁
参
照
。
幽
中
川
良
延
前
掲
二
七
五
貢
、
磯
村
保
「
連
帯
保
証
等
と
利
益
相
反
行
為
」
(
『
家
族
法
判
例
百
選
(
第
三
版
)
』
所
収
)
I
I
I
一
五
頁
.
帥
本
人
側
に
帰
責
性
が
な
い
と
い
う
点
か
ら
、
法
定
代
理
に
民
法
二
〇
条
の
表
見
代
理
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
に
批
判
が
で
て
い
る
。
四
宮
和
夫
『
民
法
総
則
(
第
四
版
)
』
二
六
三
、
二
六
七
頁
、
安
永
正
昭
「
越
権
代
理
と
帰
寮
性
」
(
林
良
平
先
生
還
暦
記
念
『
現
代
私
法
学
の
課
題
と
展
望
(
中
)
』
所
収
)
五
七
-
五
八
貢
、
林
脇
ト
シ
子
「
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
l
考
察
」
法
研
四
八
巻
二
号
一
〇
三
貫
な
ど
0
幽
松
倉
耕
作
前
掲
二
五
七
頁
、
高
橋
水
枝
「
利
益
相
反
行
為
(
親
子
関
係
)
に
つ
い
て
の
特
別
代
理
人
の
選
任
」
(
『
講
座
・
実
務
家
事
審
判
法
2
』
所
収
)
1
四
六
頁
参
照
。第
四
章
ま
と
め
利
益
相
反
行
為
禁
止
則
の
趣
旨
は
法
定
代
理
権
の
濫
用
か
ら
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
利
益
を
実
質
的
に
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
立
法
者
の
意
図
を
超
え
て
、
利
益
相
反
禁
止
則
が
、
親
権
者
・
後
見
人
と
未
成
年
者
・
被
後
見
人
と
が
形
式
上
行
為
当
事
者
と
し
て
対
峰
せ
ず
、
法
定
代
理
人
が
代
理
人
と
し
て
の
み
関
与
す
る
対
第
三
者
型
の
行
為
に
も
、
法
定
代
理
人
と
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
利
害
が
衝
突
す
る
可
凝
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
拡
張
さ
れ
た
こ
と
は
、
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
利
益
の
実
質
的
保
護
と
い
う
趣
旨
を
よ
り
徹
底
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
こ
の
よ
う
な
適
用
拡
大
に
よ
っ
て
、
行
為
の
相
手
方
も
保
護
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
問
題
は
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
利
益
の
実
質
的
保
護
と
相
手
方
保
護
(
取
引
の
安
全
)
と
い
う
二
つ
の
要
請
を
ど
う
調
整
す
る
か
に
あ
る
。
判
例
の
主
要
傾
向
は
、
利
益
相
反
行
為
の
成
否
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
形
式
的
判
断
説
を
と
る
こ
と
で
、
こ
の
調
整
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
判
例
で
は
あ
ま
り
に
も
利
益
相
反
行
為
の
成
否
の
判
断
に
お
い
て
行
為
の
形
式
的
側
面
が
重
視
さ
れ
る
た
め
に
、
相
手
方
保
護
に
傾
き
す
ぎ
て
、
法
定
代
理
権
の
濫
用
か
ら
の
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
保
護
と
い
う
利
益
相
反
禁
止
則
の
趣
旨
が
著
し
く
後
退
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
前
述
の
よ
う
な
諸
批
判
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
判
例
上
形
式
判
断
説
が
と
ら
れ
て
い
る
の
は
、
親
権
者
・
後
見
人
が
広
汎
な
代
理
権
を
有
し
、
し
か
も
対
第
三
者
型
の
行
為
で
は
親
権
者
・
後
見
人
は
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
代
理
人
と
し
て
の
み
関
与
し
て
い
る
が
た
め
に
、
正
当
な
代
理
権
行
使
と
信
じ
が
ち
な
相
手
方
に
不
測
の
損
害
を
蒙
ら
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
相
手
方
の
こ
の
信
頼
が
保
護
さ
れ
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。
法
定
代
理
権
の
行
使
が
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
の
成
否
生
野
正
剛
一
八
法
定
代
理
人
の
利
益
の
も
と
に
実
質
的
に
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
利
益
に
反
す
る
こ
と
が
相
手
方
に
も
容
易
に
わ
か
る
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、
相
手
方
を
保
護
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
相
手
方
は
法
定
代
理
人
と
未
成
年
者
・
被
後
見
人
と
の
間
で
の
利
害
の
対
立
の
可
7}.
能
性
に
つ
い
て
、
善
意
、
無
過
失
の
範
囲
内
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
か
.
し
た
が
っ
て
判
例
の
中
に
も
、
判
例
の
主
要
傾
向
に
お
け
る
判
断
の
形
式
性
を
緩
和
し
て
、
相
手
方
が
知
り
ま
た
は
知
り
う
る
限
り
で
の
行
為
の
実
質
的
側
面
を
も
考
慮
し
て
利
益
相
反
の
成
否
を
判
断
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
学
説
で
も
形
式
判
断
説
、
実
質
判
断
説
と
判
断
基
準
に
つ
い
て
立
場
が
分
か
れ
て
も
、
ま
た
法
的
構
成
は
異
な
っ
て
も
、
結
果
的
に
は
善
意
、
無
過
失
の
範
囲
内
で
相
手
方
を
保
護
し
よ
う
と
い
う
方
向
に
あ
る
。
一
方
、
法
定
代
理
の
場
合
に
は
任
意
代
理
と
異
な
っ
て
、
本
人
た
る
未
成
年
者
・
被
後
見
人
は
代
理
権
行
使
に
つ
い
て
何
ら
関
与
し
た
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
で
き
な
い
立
場
に
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
法
定
代
理
権
が
容
易
に
濫
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
o
そ
の
た
め
に
1
層
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
利
益
が
保
護
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
観
点
に
立
っ
て
、
利
益
相
反
行
為
の
成
否
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
利
益
相
反
の
成
否
は
、
相
手
方
も
認
識
し
あ
る
い
は
認
識
可
能
な
限
り
で
の
実
質
的
具
体
的
事
情
を
も
考
慮
対
象
に
、
実
質
的
に
法
定
代
理
人
の
利
益
の
も
と
に
未
成
年
者
が
不
利
益
を
蒙
る
行
為
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
利
益
相
反
の
成
否
に
つ
い
て
の
判
断
の
不
明
確
さ
か
ら
生
ず
る
不
利
益
を
相
手
方
に
負
担
さ
せ
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
の
で
、
第
1
次
的
に
は
外
形
的
行
為
に
つ
き
類
型
的
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
類
型
的
判
断
と
言
っ
て
も
、
判
例
の
主
要
傾
向
の
よ
う
に
行
為
自
体
の
性
質
か
ら
形
式
的
に
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
当
該
外
形
的
行
為
が
定
型
的
に
み
て
、
実
質
的
に
法
定
代
理
人
の
利
益
の
も
と
に
未
成
年
者
・
被
後
見
人
が
不
利
益
を
蒙
る
行
為
と
い
え
る
か
否
か
を
判
断
す
る
の
で
あ
る
。
当
該
行
為
が
類
型
的
客
観
的
に
利
益
相
反
す
る
行
為
で
あ
る
限
り
、
相
手
方
も
そ
の
こ
と
を
容
易
に
認
識
し
う
る
の
で
、
相
手
方
に
不
測
の
損
害
を
与
え
る
虞
れ
は
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
こ
の
類
型
的
客
観
的
判
断
で
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
く
と
も
、
つ
い
で
第
二
次
的
に
、
特
に
相
手
方
が
知
り
ま
た
は
知
り
う
る
、
法
定
代
理
人
の
意
図
、
動
機
を
含
め
た
'
具
体
的
個
別
的
実
質
的
事
情
を
考
慮
し
た
行
為
の
実
質
が
客
観
的
に
利
益
相
反
の
可
能
性
が
あ
る
か
を
判
断
す
る
。
法
定
代
理
人
の
意
図
、
動
機
に
つ
い
て
も
、
代
理
権
濫
用
論
議
で
処
理
す
る
の
で
は
な
く
、
動
機
の
不
法
に
関
す
る
理
論
を
類
推
し
榊
、
あ
く
ま
で
利
益
相
反
行
為
の
成
否
の
判
断
の
際
の
考
慮
対
象
と
し
て
取
り
扱
う
の
で
あ
る
。
但
し
、
外
形
的
類
型
的
に
は
利
益
相
反
行
為
に
該
当
し
な
い
行
為
で
あ
る
以
上
、
こ
の
法
定
代
理
人
の
意
図
、
動
機
や
具
体
的
個
別
的
実
質
的
事
情
に
つ
い
て
相
手
方
が
知
り
ま
た
知
り
う
べ
き
か
否
か
は
本
人
(
未
成
年
者
・
被
後
見
人
)
側
が
立
証
責
任
を
負
担
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
利
益
相
反
行
為
の
成
否
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
を
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
、
法
定
代
理
権
の
濫
用
の
可
能
性
か
ら
未
成
年
者
・
被
後
見
人
の
利
益
を
実
質
的
に
保
護
し
よ
う
と
す
る
利
益
相
反
禁
止
則
の
趣
旨
と
、
相
手
方
保
護
と
の
調
整
が
図
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
注
幽
阿
部
徹
(
旧
説
)
前
掲
「
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
(
二
)
」
四
一
五
頁
、
宮
井
忠
夫
「
民
法
八
二
六
条
の
利
益
相
反
行
為
と
行
為
の
動
機
」
(
中
川
淳
編
『
判
例
家
族
法
』
所
収
)
二
二
八
頁
。
幽
宮
井
忠
夫
前
掲
二
二
八
頁
、
谷
田
貝
三
郎
「
民
法
八
二
六
条
の
利
益
相
反
行
為
と
行
為
の
動
機
」
(
『
家
族
法
判
例
百
選
(
旧
版
)
』
所
収
)
二
九
頁
参
照
。
(
一
九
八
九
年
十
月
三
十
一
日
受
理
)
親
子
間
の
利
益
相
反
行
為
の
成
否
